
 

 

２０１９年７月２５日発行 会報第９８１号 

今週のプログラム 

（２０１９年７月２５日 第９８１回例会） 

        

   卓話 「いろいろな話 No.３」 

 

     担当：木下𠮷宏会員 

 

次週のプログラム 

（２０１９年８月１日 第９８２回例会） 

 

   卓話 ｢１０００回例会について」 

 

     担当：藤田芳浩会員 

第９８０回例会 （２０１９年７月１８日）の記録 

月２０日）の記録 

＜会長の時間＞            木下 健治会長 

 

皆様、こんばんは。小山名誉会員、今日は卓話をよろしくお願い致します。一昨日に今年度初めて

の会長幹事会があったので、その報告を致します。四宮ガバナーも来られました。お忙しいのに 

ありがたいことです。ガバナーのお話しの中で驚いたことがあります。今年の地区大会には、RI

会長代理を招待しないということでした。いかに地区のために有効な時間を使えるか、熟考した 

結果ということでした。ガバナーご自身もチャレンジされているのだと刺激を受けました。また、

今週から大阪南 RCを皮切りに各クラブの訪問が始まり、11月中には終わるそうです。 

次にロータリーデーの PRでした。今年度は摂津 RCがホストで、2020年 3月 28日に千里阪急ホテ

ルでの開催です。基調講演は「日本人としてのアイデンティティー」というテーマで、白駒妃登美

さんという、日本の歴史や文化の素晴らしさを国内外に発信されている有名な方がされます。私も

何冊か本を読んだことがあり、非常に興味ある内容なので、ぜひ出席したいと思っています。 

それから各クラブの近況報告でしたが、まだ始まって 2週間なので目新しい話はありませんでした

が、増強への取り組みや会長の時間にどんな話をしたらいいか苦労しているとか会費が高いが他の

クラブはどうなのかという話でした。大阪市内の 3クラブもなじんで来られた印象を受けました。

私からは、1000回記念例会と例会場の移動の話をさせて頂きました。例会場の移動については、

摂津 RCは取り急ぎ千里阪急ホテルで来年の 4～6月は実施して、その間に他の会場を探すようです。

お昼ですが、食費が今より 1.5倍くらいになるので会費を数万円上げないと追いつかないので、 

月に 2回の開催にする、しない等含めて紛糾しているようです。茨木西 RCは、千里阪急ホテルか

茨木スカイレストランくらいしかなく、まだ動けてないそうです。そう考えると当クラブはおかげ

さまで 4候補を移動例会として、皆様に体感して頂きながら決定していくというプロセスで進めら

れているので、有難い限りです。 



   

＜お客様＞  なし 

＜出席報告＞      水島 洋 出席担当 

 

会員数（内出席免除会員 1 名）   ２０名 

本日の出席者数（内免除会員０名） １５名 

              （内名誉会員１名） 

本日の出席率         ７３.６８％ 

 

 

 

＜ロータリーソング＞       全会員 

  ♪われは海の子♪ 

 

＜ピアノ演奏＞     近藤 美里さん 

１．Sweet Memories 

２．マスカレード                        

３．涙そうそう 

 

＜幹事報告＞                              渡邊 了允幹事  

１．２０１９－２０年度 第４０回大輪ゴルフ会の事前案内がとどきましたので回覧します。 

 

２．先週例会時にレターケースに第１四半期の会費請求書を配布致しました。 

    期日内の納付をよろしくお願いします。 

 

 

＜委員会報告＞ 

①松田親男プログラム委員長 

 移動例会の設定により卓話者の変更等がありますので、追って変更プログラムを発行します。 

 

②藤田芳浩親睦委員長 

 ８月１日の私の卓話の時間で第１０００回記念例会に付いてご意見を伺いたいと思います。 

当日よろしくお願いします。 

 

 

＜ロータリー財団表彰＞ 

 第４回マルチプルポールハリスフェロー    山下 聰一郎会員 

 

    

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜SAA 報告＞                         山本友亮ＳＡＡ補助 

 

※スマイルボックス 

黒川会員   むし暑いですね！！ 

山下会員、渡邊会員  コメントなし 

 

※ロータリー財団 

高尾会員   小山さん、卓話よろしく。 

黒川会員   高尾さん！！最近ヒザが痛いです。 

藤田会員   第１０００回例会皆様御意見宜しくお願いします！！ 

木下(健)会員 ２日前に今年度初の会長幹事会がありました。 

相原会員、岸上会員、山下会員 コメントなし 

 

※米山記念奨学会 

黒川会員   米山の梅の花の金バッジ 気に入ってます。 

藤田会員   よく降ります！梅雨明け間近？ 

山下会員   コメントなし 

 

※ラオス基金 

黒川会員   水島さんの卓話を楽しみにしています。小山さんお帰りなさい！！？？ 

木下(健)会員 小山名誉会員、卓話楽しみです。 

山下会員、高尾会員、相原会員、渡邊会員  コメントなし 

 

※メイプル基金 

小山名誉会員 卓話担当です。よろしくお願い致します。 

水本会員   小山さんお久しぶりです。卓話楽しみにしています。 

山本(友)会員 小山会員いらっしゃいませ。お話楽しみです。 

高尾会員   岸上会員、昨日はありがとうございます 

藤田会員   小山名誉会員、卓話宜しくお願いします。 

黒川会員   台風による大雨！！ 

水島会員   小山名誉会員、本日は卓話よろしくお願いします。 

山下会員   コメントなし 

 

 



   

 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

  小山名誉会員様、卓話ありがとうございました。また、那覇市での住み心地をお聞かせください。 

 

 

                                     （文責：水島 洋） 

 

 

 

 

＜卓話＞         「老後を何処でどう生きるか」       小山 富夫 

「老後」の定義は人によって異なるでしょうが、仕事を完全にリタイアし、公的年金とそれまでに準備

した資金等を全生活費として使いはじめる年齢としましょう。調査ではその平均年齢は 65.1 歳となってい

ますが、私の「老後」のスタートは 1年前の 76歳でした。 

昨年７月、私も家内もすべての仕事から離れました。これから先、ボケ老人になるまでの期間は人生で

最も自由で大切な時間であります。自分の意志で身を処すことができる気力と体力が残っている今、何処

でどう生きるか真剣に考えています。大阪にいなければならない必然性はありませんので世界中どこで暮

らしてもいいのです。今日はとりあえず昨年から調査し始めました冬季の過ごし方についての計画をお話

します。家内の花粉症と寒暖差アレルギー対策を考慮して、温かい地域を、としました。 

昨年 2月、日常生活上安全で、昔から日本人の年金生活者が好んで住むと言われているタイのチェンマ

イに 1週間ばかり滞在しました。関空－チェンマイ（バンコック経由）間は約 8時間かかります。人口は

約 27 万人で 11 月～2月の最高気温は 30℃前後で快適です。4月になると暑すぎるようです。毎年 10月か

ら 3月まで滞在する 70歳の元サラリーマンのお話によりますと生活費は家具付き 1ルームマンションを借

りて月 10万円程度のようです。50 歳以上の日本人の長期滞在ビザの受給条件は、預金残高 800,000 バーツ

（240 万円）または年金収入 65,000バーツ（195,000円）以上で、就労は不可となっています。生活費は

安いのですが、言葉の問題その他を考えるとここでの長期滞在はちょっと難しいと思いました。 

ついで、沖繩の離島４島に数日間ずつ滞在しました。人口 55,000 人の宮古島は近年外国人観光客が増え

続け、48,000人の石垣島は観光地化され過ぎ、西表島と小浜島はコミュ二ティーが小さく島外の人間が長

期滞在するにはちょっと難しいと思いました。ダイビングや観光旅行に最適の美しい海ときれいな星空の

離島ですが無趣味の老人の私には向いていないと思いました 

今年 2月と 6月の 2度に沖繩県那覇市を訪れました。那覇市の人口は 3２万人で、豊中市（40万人）よ

り少し小さいサイズです。那覇空港から首里城までモノレール（ゆいレールと呼ばれています）で結ばれ

ており、市中心部の交通の便は非常に良好です。最高気温は平均して夏 32℃冬 20℃、最低気温は夏 27℃冬

15℃程度で１年を通じ大阪より快適です。ただし、台風シーズンを経験しておりませんので直撃された時

の怖さはわかりません。那覇市の中心部に近いゆいレールの安里駅近くのウイークリーマンションに宿泊

費 47,000円で１週間住んでみました。スーパーマーケットも近く、居酒屋もたくさんあって生活する上で

非常に便利でしたので、来年 1月中旬から 2月中旬までの 1ヶ月ここに住むことにしました。家賃は水光

熱費を含め 14万円程度です。当初は３ヶ月間の予定でしたがすでに予約が入っており取れませんでした。

沖繩は避寒地として冬も人気が高いことをこの時初めて知りました。 

（文責；小山富夫) 

 


